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えの木保育園のなかよしたち

「オンリーワン　アイスクリーム」

2019
No.173８月号

なんだこれ～？？
　青い鳥保育園で毎年行われている自然体験

学習。アメフラシに初めて触れた園児は、苦

い顔をしながらも不思議な感触を楽しんでい

ました。

こんなに

元気です！

このコーナーでは、元気いっぱいな園児達の作品を
ご紹介します。

９月生まれのお子さんの写真を募集します！
◆対象◆令和元年９月に１～５歳の誕生日を迎える町内
在住の子
◆掲載内容◆子供の写真、氏名（ふりがな）、保護者名
（父母）、住所（地区のみ）
◆応募方法◆
郵送または持参の場合：プリントした子供の写真１枚に
①子供の氏名（ふりがな）②生年月日③性別④住所⑤保
護者名（父母）⑥電話番号を記入したものを添えてくだ
さい。
メールの場合：件名に「こんなに元気です」と記入し、
本文に上記①～⑥を記入のうえ、写真データを添付して
送信してください。
◆応募締切◆今月の末日。
□問合せ先□
〒038-2324　大字深浦字苗代沢84-2　
総合戦略課企画調整係　
TEL　74-2122（直通）
　　kouhou@town.fukaura.lg.jp

★このコーナーでは、誕生
日を迎えたチビッコ達
をご紹介します★
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４００　青森・秋
田
県
境
画
定
４
０
０
周
年
記
念

イ
ベ
ン
ト
「
秋
田
へ
行
こ
う
！×

津
軽
へ
行

こ
う
！
『
八
峰
・
深
浦
国
境
（
く
に
ざ
か

い
）
４
０
０
年
ま
つ
り
』
」
が
、
７
月
13

日
・
14
日
に
秋
田
県
八
峰
町
の
八
森
い
さ
り

び
温
泉
ハ
タ
ハ
タ
館
駐
車
場
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
日
本
海
に
面
し
て
隣
り
合
う
深
浦
、
八
峰

両
町
が
グ
ル
メ
や
お
国
自
慢
の
対
決
で
地
域

の
魅
力
を
発
信
し
、
両
日
と
も
家
族
連
れ
で

賑
わ
い
ま
し
た
。

　
グ
ル
メ
ブ
ー
ス
で
は
、
両
町
合
わ
せ
て
10

店
舗
が
出
店
。
深
浦
町
は
、
マ
グ
カ
ツ
ド
ッ

ク
や
海
鮮
お
や
き
・
ホ
タ
テ
汁
、
八
峰
町
は

ハ
タ
ハ
タ
メ
ン
チ
カ
ツ
や
白
神
牛
な
ど
、
自

慢
の
食
材
を
取
り
そ
ろ
え
、
来
場
者
は
両
町

の
グ
ル
メ
を
堪
能
し
ま
し
た
。
青
森
・
秋
田

の
美
味
し
か
っ
た
方
に
割
り
箸
で
投
票
す
る

グ
ル
メ
対
決
で
は
、
４
０
０
人
目
の
投
票
者

に
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
贈
ら
れ
る
な
ど
、
「
４
０

０
」
の
数
字
に
ち
な
ん
だ
催
し
で
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
来
場
者
は
両
町
の
ご
当
地
グ
ル
メ

「
さ
る
な
し
ソ
フ
ト
」
や
「
つ
る
つ
る
わ
か

め
」
の
早
食
い
対
決
に
挑
戦
し
、
会
場
を
沸

か
せ
ま
し
た
。

　
両
日
と
も
に
賑
わ
い
を
み
せ
た
『
八
峰
・

深
浦
国
境
４
０
０
年
ま
つ
り
』
。
会
場
は
美

味
し
い
グ
ル
メ
と
笑
い
の
対
決
で
笑
顔
が
い

っ
ぱ
い
で
し
た
。

『八峰・深浦国境（くにざ
かい）　　　　　　　』開催　
まつり

画業60年記念
「山谷芳弘の世界展」
心を魅了する美の世界を味わう

　
平
川
市
在
住
の
画
家
・
山
谷
芳
弘
氏
（
82

歳
）
の
画
業
60
年
を
記
念
す
る
企
画
展
が
、

深
浦
町
美
術
館
で
６
月
29
日
か
ら
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
山
谷
氏
は
、
昭
和
11
年
西
津
軽
郡
柏
村

（
現
つ
が
る
市
）
生
ま
れ
、
北
海
道
学
芸
大

学
卒
業
後
、
教
鞭
を
と
る
傍
ら
、
独
学
で
墨

彩
を
学
び
、
独
自
の
世
界
を
確
立
し
ま
し
た
。

　
山
谷
氏
に
と
っ
て
深
浦
町
は
教
員
生
活
ス

タ
ー
ト
の
地
で
あ
り
、
画
家
と
し
て
の
将
来

に
手
応
え
を
つ
か
ん
だ
思
い
出
の
地
だ
と
い

い
ま
す
。
ま
た
、
深
浦
小
学
校
や
舮
作
小
学

校
（
閉
校
）
で
８
年
間
教
壇
に
立
ち
、
在
任

中
は
全
国
教
育
美
術
展
で
同
校
児
童
の
作
品

が
多
数
入
選
し
学
校
賞
・
文
部
科
学
大
臣
賞

を
受
賞
。
深
浦
高
校
で
も
一
時
美
術
の
指
導

に
当
た
り
ま
し
た
。

　
７
月
５
日
、
ご
本
人
が
深
浦
町
に
訪
れ
た

の
で
、
お
話
を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

●
画
家
を
目
指
し
た
き
っ
か
け

　
も
と
も
と
絵
を
描
く
の
が
好
き
だ
っ
た
。

今
の
私
が
あ
る
の
は
、
中
学
生
の
こ
ろ
、
自

分
が
描
い
た
絵
を
先
生
が
コ
ン
ク
ー
ル
に
推

薦
し
、
そ
こ
で
佳
作
を
と
っ
た
。
そ
こ
か
ら

始
ま
っ
た
。

●
深
浦
町
で
の
思
い
出
は

　
深
浦
町
で
住
ん
で
い
た
と
こ
ろ
が
、
海
の

す
ぐ
そ
ば
だ
っ
た
た
め
、
フ
グ
を
獲
っ
た
り
、

タ
コ
を
獲
っ
た
り
と
て
も
楽
し
く
過
ご
し
た
。

●
今
の
子
供
た
ち
に
向
け
て

　
絵
以
外
に
も
、
自
分
で
取
り
組
ん
で
い
る

も
の
に
関
し
て
自
信
が
持
て
な
い
事
が
あ
る

と
思
う
。
そ
ん
な
時
は
、
人
と
比
べ
ず
自
分

で
自
分
を
ほ
め
る
こ
と
が
大
事
。
一
度
無
心

に
な
っ
て
み
る
と
自
分
の
良
さ
を
再
発
見
で

き
る
。
自
分
の
才
能
に
、
気
づ
い
て
い
な
い

だ
け
で
、
小
さ
な
こ
と
で
も
い
い
の
で
今
や

っ
て
い
る
こ
と
に
誇
り
を
も
っ
て
何
事
も
取

り
組
ん
で
ほ
し
い
。

●
今
後
の
夢
・
目
標
は

　
い
つ
ま
で
も
、
大
好
き
な
絵
を
１
日
も
多

く
描
け
た
ら
と
思
う
。

　
ま
た
、
今
回
の
企
画
展
を
町
民
や
深
浦
町

に
訪
れ
た
観
光
客
の
皆
さ
ん
に
じ
っ
く
り
と

見
て
い
っ
て
も
ら
い
た
い
。

　
話
を
伺
っ
て
い
る
と
、
山
谷
氏
の
絵
に
対

す
る
情
熱
や
、
こ
れ
ま
で
関
わ
っ
て
き
た
人

た
ち
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
が
に
じ
み
出
て
い

て
、
美
術
の
素
晴
ら
し
さ
を
改
め
て
感
じ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
山
谷
氏
は
普
段
目
に
す
る
深
浦
町

の
町
章
を
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
生
み
の
親
。
教

師
と
し
て
、
そ
し
て
画
業
に
専
念
し
過
ご
し

た
深
浦
町
に
、
画
家
・
山
谷
芳
弘
氏
が
美
の

世
界
を
お
届
け
し
ま
す
。
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
お

立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

企画展について
◆開催期間
　９月８日（日）まで
　※期間中、休館日無し
◆開催時間
　８時３０分～１７時
◆入館料
　大人　３００円
　高校生・大学生　２００円
　小・中学生　１００円
　※団体２０名以上は半額
　※障碍者手帳をお持ちの方は半額
　※深浦町民の方は無料
◆問合せ先
　深浦町美術館
　ＴＥＬ：７４－３８８２

山
谷
氏
が
手
掛
け
た
深
浦
町
の
町
章
は
、

深
浦
の
「
フ
」
の
字
に
深
浦
の
「
波
」
を

組
合
せ
、
町
の
鳥
で
あ
る
「
カ
モ
メ
」
を

イ
メ
ー
ジ
し
た
デ
ザ
イ
ン
と
な
っ
て
い
る
。

４００年
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深浦町総合戦略課　企画調整係
電話　74－2122

みなさんの身近な話題・行事・出来事
などの情報をお寄せ下さい。 ウォッチングウォッチング

まちか
ど

　地域の一員として地域社会に貢献しようとする意
識を高めるため、地域の皆さんと、いわさき小学校・岩崎中学校
合同で、海岸清掃を実施しました。
　酷暑の中、岩崎中の生徒を中心にいわさき小の児童たちと協力
し、海からの漂流物や、捨てられたペットボトルなどを回収。
　川幡大輝さん（岩崎中３年）は「いつも車から見る海岸線はき
れいだけど、清掃をしてみると人目につかないところにはごみが
溜まっていて驚いた。環境問題について、高い意識をもって考え
ていきたい」と地域での活動を通して学んだようでした。

地域をみんなできれいに ７／
18

　ウェスパ椿山のカブトムシ観察園で放虫式が行わ
れ、今季の営業を開始しました。
　放虫式に招かれた町内の保育園など園児40人は、
１匹ずつ手渡されたカブトムシに初めは怖がっていましたが、つ
かみ方のコツを教えてもらい、ウッドチップが敷かれた観察園へ
放ちました。元気で活発なカブトムシは、園児の元へ飛んできた
ものも。園児たちは大はしゃぎでした。
　カブトムシ観察園は、昆虫館への入場料込みで高校生以上300
円、小中学生200円、幼児無料となっており、８月下旬まで営業
しています。

カブトムシ観察園がオープン
７／
19

恐る恐るカブトムシに触れる園児

　現在建設中の西海岸広域農道のうち、既に開通している風合瀬
集落の沿線において、アジサイの植栽活動（主催:西海岸地区環
境公共推進協議会　会長：派谷　敏昭氏）を毎年行っています。
この日は蒸し暑い中、地域の方々など27人が参加し、環境公共
コンシェルジュ（世永　星氏）のご指導のもと、草刈りや、新し
い苗30株を植えました。地域力の再生、環境の保全・再生され
るよう、今後もこの活動を継続していきますので、今後も町民の
皆様のご協力をお願いします。

西海岸広域農道でのアジサイの植栽活動

　町民体育館で深浦町小学校卓球大会が開催され、
町内３チームから小学生20人が参加して熱戦が繰り広げられま
した。本大会の男女各上位12人は、青森県小学校卓球選手権大
会及びNHK杯争奪青森県卓球選手権大会に出場します。
　結果は次のとおり。
●準々決勝　
　三浦　佑月（白神ジュニア）　３－０　大谷　百華（白神ジュニア）
●準々決勝
　舘口　　凛（深浦卓球クラブ）３－０　大谷　凜華（白神ジュニア）
●準々決勝
　熊谷　琉那（深浦卓球クラブ）３－０　森山　　涼（深浦卓球クラブ）
●準々決勝
　西﨑　栞望（深浦卓球クラブ）３－０　浦谷　夏凛（深浦卓球クラブ）
●準 決 勝
　三浦　佑月（白神ジュニア）　３－１　舘口　　凛（深浦卓球クラブ）
●準 決 勝
　熊谷　琉那（深浦卓球クラブ）３－１　西﨑　栞望（深浦卓球クラブ）
●決　　勝
　三浦　佑月（白神ジュニア）　３－０　熊谷　琉那（深浦卓球クラブ）

深浦町小学校卓球大会

　青森県自治体病院開設者協議会では、長年にわた
り市町村立診療施設に勤務、尽力し、その発展向上
に功績のあった医師等職員を表彰しています。
　山田悦輝所長は平成16年度の大畑病院勤務から平成30年度の
深浦診療所勤務で勤続年数10年となり、これまでの功績を評価
され、この度の表彰となりました。
　青森市において開催された同会通常総会で贈られた表彰状と記
念品は、町長室において、吉田町長から山田悦輝所長へ伝達表彰
されました。

関診療所山田悦輝所長が永年勤続者表彰を受けました！

９

吉田町長から表彰状を受けとった山田悦輝所長

　津軽地方最速の海開き安全祈願祭が円覚寺で行わ
れ、出席した関係者約25人が水難事故の防止と遊泳者の安全を
祈願しました。
　会場となった円覚寺は、古くから船人から信仰を集め海上安全
の祈願寺としてたくさんの船絵馬などが奉納されています。
　町内には「日本の水浴場55選」に選ばれた千畳敷を始め、白
神山地を望む森山海岸など、多くの海岸があり、今年も千畳敷海
岸、岡崎海岸、大間越海岸の３地点で、水質調査の結果が最も良
いＡＡ判定となっており、多くの海水浴客が見込まれます。

遊泳者の安全を祈願 ７／
11

７／
19

安全を祈願しました

　生き物の神秘さや不思議さに触れてほしいと、青
い鳥保育園で自然体験学習「わくわく体験シリーズ
　海の生き物とふれあおう！」が行われました。
　園内のホールには、近くの海から取ってきたヒトデやアメフラ
シなど約15種類の生き物を用意。町職員から説明を受けた園児た
ちは、それぞれ興味のある生き物に触れていました。
　日本自然保護協会自然観察指導員の永澤量さんは、「海藻は生
き物の住み家であり、餌にもなる。ぜひ知ってもらって、触れて
いってもらいたい」と、園児たちに海の生き物の素晴らしさを伝
えました。

海の小さな生き物たちを慈しむ

貝が動いてるー！！

７／
９

　虻川タミさんは1919年（大正８）年、秋田県大
館市大字餅田生まれ。1938年に夫芳太郎さんと結婚し子ども７
人、孫９人、ひ孫10人に恵まれました。
　また、深浦町立保育園に調理員として長年勤務され、職場で旅
行されたことが楽しく今でも忘れられないとのことです。
　100歳とは思えないほど若く、とても元気な虻川さんは、現在
はデイサービスの皆さんと一緒に体操したり、歌を歌ったりと楽
しく暮らしています。
　この日100歳を迎えた虻川さんは、子どもや孫たちに囲まれ、
とても嬉しそうな顔をしていました。

虻川さん、100歳を迎える
９

家族みんなから祝福されました

７／
13９

７／
13

７／
19
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歯 大集合

　乳歯のむし歯は、歯の表面が柔らかいため進行が早く、気がついた時
には悪化した状態で広範囲に広がってしまうという特徴があります。
　乳歯は「食べ物をかむ」「発音を助ける」「大人の歯（永久歯）が正
しい位置に生えてくる目印になる」「顔の形を整え顎の発育を助ける」
など大切な役割を持っています。乳歯をむし歯にしてしまうとこれらの
役割に悪い影響がでます。
　むし歯予防のために「おやつの時間を決め、甘いものを食べすぎない
こと」「食べたら歯をみがくこと」「毎日の仕上げみがき」「年２～３
回の定期歯科健診」等の良い生活習慣を身につけましょう。

を大切に
７月に行われた３歳児健診で、むし歯がなかった子どもたちを紹介します

むし歯予防の
豆知識

山﨑　結惟さん（北金1区） 山内　愛翔さん（舮　作）
いゆ かあい

秋元くるみさん（12　区）

世永　一翔さん（風合瀬）
さいっ

新岡　花子さん（風合瀬）
こはな

深
浦
マ
リ
ン
キ
ッ
ズ

　
　
　
　
　
海
洋
自
然
学
校

　
様
々
な
体
験
活
動
を
通
じ
て
、
子

ど
も
た
ち
に
身
近
に
あ
る
町
の
自
然

環
境
の
す
ば
ら
し
さ
を
認
識
し
て
も

ら
い
、
自
然
環
境
を
大
切
に
す
る
人

材
の
育
成
や
知
識
向
上
に
努
め
て
い

る
深
浦
マ
リ
ン
キ
ッ
ズ
。
こ
の
活
動

の
メ
ー
ン
イ
ベ
ン
ト
「
海
洋
自
然
学

校
」
が
、
７
月
24
日
か
ら
25
日
に
か

け
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
海
洋
自
然
学
校
に
は
、
18
人
の
子

ど
も
た
ち
が
参
加
。
２
日
間
に
わ
た

っ
て
、
岡
崎
海
岸
で
の
シ
ュ
ノ
ー
ケ

リ
ン
グ
、
海
の
生
き
物
観
察
や
海
に

関
す
る
学
習
な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

こ
な
し
ま
し
た
。

　
こ
の
海
洋
自
然
学
校
も
目
玉
で
あ

る
シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
で
は
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
の
指
導
の
も
と
ウ
ェ
ッ

ト
ス
ー
ツ
や
マ
ス
ク
、
フ
ィ
ン
を
装

着
し
沖
合
で
海
を
満
喫
し
ま
し
た
。

３
班
に
分
か
れ
目
の
前
を
泳
ぐ
魚
を

見
た
り
、
自
ら
潜
水
し
岩
陰
に
隠
れ

た
サ
ザ
エ
や
大
き
な
ア
メ
フ
ラ
シ
を

見
つ
け
た
り
と
海
と
の
ふ
れ
あ
い
を

楽
し
み
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ス
キ
ュ
ー
バ
ダ
イ
ビ
ン
グ

に
使
わ
れ
る
機
材
が
用
意
さ
れ
体

験
、
写
真
撮
影
が
行
わ
れ
、
シ
ュ
ノ

ー
ケ
リ
ン
グ
と
は
ま
た
違
っ
た
海
と

の
ふ
れ
あ
い
に
子
ど
も
た
ち
は
大
興

奮
で
何
度
も
体
験
す
る
子
ど
も
も
い

ま
し
た
。

　
天
気
に
恵
ま
れ
、
透
き
通
っ
た
海

で
の
シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
体
験
と
な

り
、
子
ど
も
た
ち
は
「
と
て
も
楽
し

か
っ
た
。
も
っ
と
泳
ぎ
た
か
っ
た
」

な
ど
と
、
感
想
を
話
し
１
泊
２
日
の

海
洋
自
然
学
校
を
満
喫
し
た
よ
う
で

し
た
。

　
深
浦
マ
リ
ン
キ
ッ
ズ
は
今
後
、
わ

か
め
の
沖
出
し
・
収
穫
体
験
な
ど
活

動
を
続
け
、
子
ど
も
た
ち
の
更
な
る

知
識
向
上
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

電話

大切な御縁をいただいたお客様に ～ありがとう～ と言われる仕事を心掛けています。
厚生労働省認定

１級葬祭ディレクター在籍店 

FAX：74-4546電話（７４）４５３６
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歯 大集合

　乳歯のむし歯は、歯の表面が柔らかいため進行が早く、気がついた時
には悪化した状態で広範囲に広がってしまうという特徴があります。
　乳歯は「食べ物をかむ」「発音を助ける」「大人の歯（永久歯）が正
しい位置に生えてくる目印になる」「顔の形を整え顎の発育を助ける」
など大切な役割を持っています。乳歯をむし歯にしてしまうとこれらの
役割に悪い影響がでます。
　むし歯予防のために「おやつの時間を決め、甘いものを食べすぎない
こと」「食べたら歯をみがくこと」「毎日の仕上げみがき」「年２～３
回の定期歯科健診」等の良い生活習慣を身につけましょう。

を大切に
７月に行われた３歳児健診で、むし歯がなかった子どもたちを紹介します

むし歯予防の
豆知識

山﨑　結惟さん（北金1区） 山内　愛翔さん（舮　作）
いゆ かあい

秋元くるみさん（12　区）

世永　一翔さん（風合瀬）
さいっ

新岡　花子さん（風合瀬）
こはな

深
浦
マ
リ
ン
キ
ッ
ズ

　
　
　
　
　
海
洋
自
然
学
校

　
様
々
な
体
験
活
動
を
通
じ
て
、
子

ど
も
た
ち
に
身
近
に
あ
る
町
の
自
然

環
境
の
す
ば
ら
し
さ
を
認
識
し
て
も

ら
い
、
自
然
環
境
を
大
切
に
す
る
人

材
の
育
成
や
知
識
向
上
に
努
め
て
い

る
深
浦
マ
リ
ン
キ
ッ
ズ
。
こ
の
活
動

の
メ
ー
ン
イ
ベ
ン
ト
「
海
洋
自
然
学

校
」
が
、
７
月
24
日
か
ら
25
日
に
か

け
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
海
洋
自
然
学
校
に
は
、
18
人
の
子

ど
も
た
ち
が
参
加
。
２
日
間
に
わ
た

っ
て
、
岡
崎
海
岸
で
の
シ
ュ
ノ
ー
ケ

リ
ン
グ
、
海
の
生
き
物
観
察
や
海
に

関
す
る
学
習
な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

こ
な
し
ま
し
た
。

　
こ
の
海
洋
自
然
学
校
も
目
玉
で
あ

る
シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
で
は
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
の
指
導
の
も
と
ウ
ェ
ッ

ト
ス
ー
ツ
や
マ
ス
ク
、
フ
ィ
ン
を
装

着
し
沖
合
で
海
を
満
喫
し
ま
し
た
。

３
班
に
分
か
れ
目
の
前
を
泳
ぐ
魚
を

見
た
り
、
自
ら
潜
水
し
岩
陰
に
隠
れ

た
サ
ザ
エ
や
大
き
な
ア
メ
フ
ラ
シ
を

見
つ
け
た
り
と
海
と
の
ふ
れ
あ
い
を

楽
し
み
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ス
キ
ュ
ー
バ
ダ
イ
ビ
ン
グ

に
使
わ
れ
る
機
材
が
用
意
さ
れ
体

験
、
写
真
撮
影
が
行
わ
れ
、
シ
ュ
ノ

ー
ケ
リ
ン
グ
と
は
ま
た
違
っ
た
海
と

の
ふ
れ
あ
い
に
子
ど
も
た
ち
は
大
興

奮
で
何
度
も
体
験
す
る
子
ど
も
も
い

ま
し
た
。

　
天
気
に
恵
ま
れ
、
透
き
通
っ
た
海

で
の
シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
体
験
と
な

り
、
子
ど
も
た
ち
は
「
と
て
も
楽
し

か
っ
た
。
も
っ
と
泳
ぎ
た
か
っ
た
」

な
ど
と
、
感
想
を
話
し
１
泊
２
日
の

海
洋
自
然
学
校
を
満
喫
し
た
よ
う
で

し
た
。

　
深
浦
マ
リ
ン
キ
ッ
ズ
は
今
後
、
わ

か
め
の
沖
出
し
・
収
穫
体
験
な
ど
活

動
を
続
け
、
子
ど
も
た
ち
の
更
な
る

知
識
向
上
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。
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このコーナーは、住民の皆さんに身近な
ウォーキングコースを紹介するコーナーです。
健康づくりのために、いっぽ踏み出しましょう。

　今回は、「山はふるさと海見えてコース」の紹介です。コースを紹介していただいた石村修一さんによると、旧風合
瀬小学校校歌がコース名の由来とのことです。出発地点から国道まで下ると、歩道があり安全に歩行できます。また、
階段の上りは息が切れますが、上りきったところからは日本海・大島・弁天島、時間によっては夕陽もきれいに見える
絶景コースとのことです。災害時の避難場所も通るコースとなっていますので、避難場所の確認も兼ねて歩いてみまし
ょう。
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大切な御縁をいただいたお客様に�～ありがとう～�と言われる仕事を心掛けています。�
ご用命は �

任せて安心の�

家族葬から一般葬・社葬まで�

ご予算に応じた御葬儀を�

提案・施工いたします。�

病院・施設等からの搬送は安心の緑ナンバー車で！ �

「一般貨物自動車運送事業（霊柩）�第�４�９�７�号」 �

厚生労働省認定�

１級葬祭ディレクター在籍店�

FAX：74‐4546電話�電話�（７４）４５３６�365日・24時間受け付けております。�

つがる市森田町森田月見野300-3　つきみの団地37�

TEL 0173－26－4341　携帯 080－6001－1760

五所川原塗装工業会会員�

代　表　藤 田　一 哉�

登録建設塗装基幹技能者�

一級建築塗装技能士�
一級鋼橋塗装技能士�
職 業 訓 練 指 導 員�
外壁アドバイザー�

※１、２カ月先の予約・来年の塗装予約もOK！�

　健康万歩計は、西北五医師会が、�

皆さんが健康で元気に過ごすための�

必要な情報を提供し、ドクターから�

のアドバイスを紹介するコーナーで�

す。　�

一　戸　　　淳�先生�
医療法人誠仁会尾野病院 院長�

今月のドクター�

超高齢化社会と認知症�

健康�
万歩計�
健康�
万歩計�

　みなさんは2025年問題をご存知でしょうか。

戦争が終わった直後の1947年から1949年生ま

れの、いわゆる団塊の世代の人たちが75歳を

迎えて後期高齢者となる超高齢化社会のことを

いいます。700万人の日本人、つまり65歳以上

の高齢者５人に１人が認知症になるだろうとい

われています（2012年には462万人、65歳以

上の７人に１人が認知症というデータがありま

す）。�

　認知症の原因となる病気はいろいろあります

が、特に多い病気はアルツハイマー型認知症で

す。アルツハイマー型認知症は、つい先ほどの

出来事が思い出せなくなるという特徴がありま

す。しかし本人が物忘れを自覚しないことが多

く、病院に受診したときには病状が進行してい

る場合があります。病気の進行により、物忘れ

以外の症状として、興奮・妄想・幻覚・幻視（な

いものが見える）・易怒性（怒りやすくなる）・

うつ状態（気分の落ち込みなど）・失禁（尿や便

をもらす）・徘徊（目的なくあちこち歩きまわる）

といった症状が現れることがあり、治療が難し

くなることがあります。ご家族や周囲の方たち

の『あれ？以前と比べて変わってきているか

な？』という気づきが早期診断の手がかりとな

ることがあります。�

　アルツハイマー型認知症の原因はある程度わ

かっていますが、今のところ特効薬はありませ

ん。症状の進行を遅らせる数種類の飲み薬と貼

り薬があります。治療の中心は非薬物療法です。

孤独にならず、家族と楽しく過ごすことや、デ

イサービスやデイケア、訪問サービスなどを利

用し、他者とのコミュニケーションをとってい

くことが大切です。また、音楽療法や昔のこと

を話し合う回想法により症状の改善が認められ

るといわれています。�

　喫煙、飲酒、運動不足、偏食、糖尿病などが

アルツハイマー型認知症の発症リスクを高める

といわれていますので、生活習慣の改善が発症

予防のため大切になります。�

　今後は少子・超高齢化社会となり、2025年

には20歳～64歳の労働者1.8人で１人の高齢者

を支えなければならないという厳しい時代に突

入していきます（今は2.2人で１人の高齢者を

支えています）。そのような時代に生きる私た

ちは、『年老いても元気に！自分のことは自分

で出来る！』ということをスローガンに、一人

ひとりが楽しく、心豊かな老後を過ごしていけ

る社会にしていきたいものと感じています。�

検索

　今日は不整脈のお話を、その不整脈の中でも「心房細
動」という病気について書きたいと思います。
　みなさん、心房細動という言葉を聞いたことがあります
でしょうか？もしかしたら、中には心房細動の治療を受け
ている方もいらっしゃるかもしれません。不整脈の病気の
一種なのですが、どういう病気なのでしょうか？
　普通は脈は一定の間隔で、１分間に60～70回前後で規
則正しく心臓が動きます。しかし、心房細動という病気に
なると、脈と脈の間隔が一定ではなくなります。多くは頻
脈傾向になるのですが、中には徐脈になったり長く脈が止
まってしまう場合があります。頻脈が続くと動悸の原因に
なったり、心不全を引き起こしたりします。また、徐脈が
ひどくなると、失神したりする原因となります。
　しかし、心房細動の一番の問題は、そこではありませ
ん。実際心房細動は、通常はそれ自体で心臓が止まってし
まう(突然死の原因となる)不整脈ではありません。心房細
動になると、心臓の上の部分(心房と言います)がきちんと
収縮しなくなります。でも、心臓の下の部分(心室)は動い
ているので、心臓から血液が肺・全身に送り出されます。
しかし、その心房の、とくに左の心房(左心房)の一部に血
の塊が出来やすくなるのです。血液はスムーズに血管内を
流れている限りは、体の中で固まることはありませんが、
左心房には少しくびれている部分(左心耳と言います)があ
り、左心房内の血流がスムーズでなくなると、その場所に
血の塊(血栓)が出来るのです。血栓が心臓の壁にへばりつ
いているのであればいいのですが、血栓が剥がれてしまう

と、血流に乗って心臓から出て、末梢の血管に詰まりま
す。解剖学的に、一番その血栓が飛んで行きやすいのが、
頭の血管(脳動脈)です。正常な血管に大きな血の塊が急に
詰まるため、頭の半分の血流が途絶えるような、重篤な脳
梗塞を引き起こすことがあります(有名な、某野球監督や
サッカー監督さんが患った脳梗塞も、この心房細動が原因
であったと言われています)。
　でもここまで読んで、多くの方は自分は動悸もしない
し、心電図も今までの健診で異常と言われたことがないの
で関係ない、と考えていると思います。しかし、心房細動
の厄介な点は、この不整脈になってもほとんど症状がない
人が多いことです。実際私の診療所にも、普段通り高血圧
の薬をもらいに来て偶然心房細動が見つかった、という方
が毎年のようにいらっしゃいます。もちろん心房細動にな
って動悸感がひどかったり、はっきりとした症状がある方
もいますが、実際は症状がはっきりしないこともたくさん
あります。また、心房細動は高齢になるに従って増える病
気で、決して珍しい病気ではありません。
　では、普段どんなことに気をつければいいのでしょう？
もうすでに心房細動と診断されたことがある方は、治療を
中断せずに継続することが大事です。まだ心房細動と診断
されたことがない方は、心房細動にならないように、血液
が流れる環境を良好に保つことが大切です。血圧・脂質・
血糖などの動脈硬化の原因となる疾患に注意して、定期的
な健診・受診を受けることが大切です。

　健康万歩計は、西北五医師会が、皆
さんが健康で元気に過ごすための必要
な情報を提供し、ドクターからのアド
バイスを紹介するコーナーです。

心房細動という病気をご存知でしょうか？

木　村　正　雄　先生
木村内科医院　院長

今月のドクター健康
万歩計
健康
万歩計
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FAX：74‐4546電話�電話�（７４）４５３６�365日・24時間受け付けております。�

つがる市森田町森田月見野300-3　つきみの団地37�

TEL 0173－26－4341　携帯 080－6001－1760

五所川原塗装工業会会員�

代　表　藤 田　一 哉�

登録建設塗装基幹技能者�

一級建築塗装技能士�
一級鋼橋塗装技能士�
職 業 訓 練 指 導 員�
外壁アドバイザー�

※１、２カ月先の予約・来年の塗装予約もOK！�

　健康万歩計は、西北五医師会が、�

皆さんが健康で元気に過ごすための�

必要な情報を提供し、ドクターから�

のアドバイスを紹介するコーナーで�

す。　�

一　戸　　　淳�先生�
医療法人誠仁会尾野病院 院長�

今月のドクター�

超高齢化社会と認知症�

健康�
万歩計�
健康�
万歩計�

　みなさんは2025年問題をご存知でしょうか。

戦争が終わった直後の1947年から1949年生ま

れの、いわゆる団塊の世代の人たちが75歳を

迎えて後期高齢者となる超高齢化社会のことを

いいます。700万人の日本人、つまり65歳以上

の高齢者５人に１人が認知症になるだろうとい

われています（2012年には462万人、65歳以

上の７人に１人が認知症というデータがありま

す）。�

　認知症の原因となる病気はいろいろあります

が、特に多い病気はアルツハイマー型認知症で

す。アルツハイマー型認知症は、つい先ほどの

出来事が思い出せなくなるという特徴がありま

す。しかし本人が物忘れを自覚しないことが多

く、病院に受診したときには病状が進行してい

る場合があります。病気の進行により、物忘れ

以外の症状として、興奮・妄想・幻覚・幻視（な

いものが見える）・易怒性（怒りやすくなる）・

うつ状態（気分の落ち込みなど）・失禁（尿や便

をもらす）・徘徊（目的なくあちこち歩きまわる）

といった症状が現れることがあり、治療が難し

くなることがあります。ご家族や周囲の方たち

の『あれ？以前と比べて変わってきているか

な？』という気づきが早期診断の手がかりとな

ることがあります。�

　アルツハイマー型認知症の原因はある程度わ

かっていますが、今のところ特効薬はありませ

ん。症状の進行を遅らせる数種類の飲み薬と貼

り薬があります。治療の中心は非薬物療法です。

孤独にならず、家族と楽しく過ごすことや、デ

イサービスやデイケア、訪問サービスなどを利

用し、他者とのコミュニケーションをとってい

くことが大切です。また、音楽療法や昔のこと

を話し合う回想法により症状の改善が認められ

るといわれています。�

　喫煙、飲酒、運動不足、偏食、糖尿病などが

アルツハイマー型認知症の発症リスクを高める

といわれていますので、生活習慣の改善が発症

予防のため大切になります。�

　今後は少子・超高齢化社会となり、2025年

には20歳～64歳の労働者1.8人で１人の高齢者

を支えなければならないという厳しい時代に突

入していきます（今は2.2人で１人の高齢者を

支えています）。そのような時代に生きる私た

ちは、『年老いても元気に！自分のことは自分

で出来る！』ということをスローガンに、一人

ひとりが楽しく、心豊かな老後を過ごしていけ

る社会にしていきたいものと感じています。�

検索

　今日は不整脈のお話を、その不整脈の中でも「心房細
動」という病気について書きたいと思います。
　みなさん、心房細動という言葉を聞いたことがあります
でしょうか？もしかしたら、中には心房細動の治療を受け
ている方もいらっしゃるかもしれません。不整脈の病気の
一種なのですが、どういう病気なのでしょうか？
　普通は脈は一定の間隔で、１分間に60～70回前後で規
則正しく心臓が動きます。しかし、心房細動という病気に
なると、脈と脈の間隔が一定ではなくなります。多くは頻
脈傾向になるのですが、中には徐脈になったり長く脈が止
まってしまう場合があります。頻脈が続くと動悸の原因に
なったり、心不全を引き起こしたりします。また、徐脈が
ひどくなると、失神したりする原因となります。
　しかし、心房細動の一番の問題は、そこではありませ
ん。実際心房細動は、通常はそれ自体で心臓が止まってし
まう(突然死の原因となる)不整脈ではありません。心房細
動になると、心臓の上の部分(心房と言います)がきちんと
収縮しなくなります。でも、心臓の下の部分(心室)は動い
ているので、心臓から血液が肺・全身に送り出されます。
しかし、その心房の、とくに左の心房(左心房)の一部に血
の塊が出来やすくなるのです。血液はスムーズに血管内を
流れている限りは、体の中で固まることはありませんが、
左心房には少しくびれている部分(左心耳と言います)があ
り、左心房内の血流がスムーズでなくなると、その場所に
血の塊(血栓)が出来るのです。血栓が心臓の壁にへばりつ
いているのであればいいのですが、血栓が剥がれてしまう

と、血流に乗って心臓から出て、末梢の血管に詰まりま
す。解剖学的に、一番その血栓が飛んで行きやすいのが、
頭の血管(脳動脈)です。正常な血管に大きな血の塊が急に
詰まるため、頭の半分の血流が途絶えるような、重篤な脳
梗塞を引き起こすことがあります(有名な、某野球監督や
サッカー監督さんが患った脳梗塞も、この心房細動が原因
であったと言われています)。
　でもここまで読んで、多くの方は自分は動悸もしない
し、心電図も今までの健診で異常と言われたことがないの
で関係ない、と考えていると思います。しかし、心房細動
の厄介な点は、この不整脈になってもほとんど症状がない
人が多いことです。実際私の診療所にも、普段通り高血圧
の薬をもらいに来て偶然心房細動が見つかった、という方
が毎年のようにいらっしゃいます。もちろん心房細動にな
って動悸感がひどかったり、はっきりとした症状がある方
もいますが、実際は症状がはっきりしないこともたくさん
あります。また、心房細動は高齢になるに従って増える病
気で、決して珍しい病気ではありません。
　では、普段どんなことに気をつければいいのでしょう？
もうすでに心房細動と診断されたことがある方は、治療を
中断せずに継続することが大事です。まだ心房細動と診断
されたことがない方は、心房細動にならないように、血液
が流れる環境を良好に保つことが大切です。血圧・脂質・
血糖などの動脈硬化の原因となる疾患に注意して、定期的
な健診・受診を受けることが大切です。

　健康万歩計は、西北五医師会が、皆
さんが健康で元気に過ごすための必要
な情報を提供し、ドクターからのアド
バイスを紹介するコーナーです。

心房細動という病気をご存知でしょうか？

木　村　正　雄　先生
木村内科医院　院長

今月のドクター健康
万歩計
健康
万歩計
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深
校
だ
よ
り

お
誕
生
お
め
で
と
う

お
誕
生
お
め
で
と
う

《７月末日現在》（　）内は前月比

男 …… 3,812人
4,272人
8,084人
3,739世帯

（＋ 4）
（－ 3）
（＋ 1）
（＋ 8）

女 ……

計 ……

世帯数
深浦町の総面積　488.90㎢

深浦町の人口と世帯深浦町の人口と世帯

足
の
指
よ
く
似
た
親
子
母
の
日
に

　
　
　
　
　
　
　田

　浦

　恵
美
子

朝
練
の
球
音
熱
い
盛
夏
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　佐

　藤

　
　
　豊

マ
ネ
キ
ン
の
長
き
手
足
や
夏
兆
す

　
　
　
　
　
　
　乳

　井

　光

　昭

遮
断
機
に
足
踏
む
子
ら
の
夏
盛
る

　
　
　
　
　
　
　小

　林

　小

　亀

日
本
海
に
片
足
す
え
て
朝
の
虹

　
　
　
　
　
　
　
　坂

　本

　り

　き

満
ち
足
り
て
海
に
沈
ん
で
行
く
ゆ
や
け

　
　
　
　
　池

　田

　郷
太
郎

平
凡
が
最
良
な
り
き
汗
拭
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　か
め
い

　
　
　百

夏
来
る
下
駄
に
付
い
て
る
足
の
跡

　
　
　
　
　
　
　石

　田

　か
つ
ら

白
神
の
雲
は
巨
人
と
な
る
盛
夏

　
　
　
　
　
　
　
　草

　野

　力

　丸

美
し
き
も
の
の
ひ
と
つ
に
汗
の
顔

　
　
　
　
　
　
　蒲

　田

　吟

　竜

令
和
元
年
６
月
21
日
〜
令
和
元
年
７
月
20
日
ま
で
の
戸
籍
届
出

ご
結
婚
お
め
で
と
う

ご
結
婚
お
め
で
と
う

♥
堀
　
内
　
拓
　
磨
（
正
　
　
久
）

菅
　
野
　
乃
　
愛
（
青
森
市
）

♥
佐
　
藤
　
友
　
行
（
川
原
町
）

原
　
田
　
有
　
紗
（
五
所
川
原
市
）

♥
山
　
﨑
　
勇
　
志
（
北
金
１
区
）

對
　
馬
　
綾
　
子
（
五
所
川
原
市
）

　
最
近
結
婚
式
の
た
め
に
伸
ば
し
て
い

た
髪
を
バ
ッ
サ
リ
切
り
、
シ
ョ
ー
ト
カ

ッ
ト
に
な
り
ま
し
た
。
約
２
年
ぶ
り
の

シ
ョ
ー
ト
ヘ
ア
は
、
こ
の
真
夏
の
時
期

に
は
と
っ
て
も
助
か
り
ま
す
。
昔
か
ら

髪
は
シ
ョ
ー
ト
ヘ
ア
だ
っ
た
の
で
切
る

こ
と
に
は
抵
抗
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
丸
顔
が
さ
ら
に
目
立
っ
て
い
る
の

で
は
と
心
配
し
て
い
ま
す
。
髪
も
す
ぐ

早
く
乾
く
し
、
も
う
ロ
ン
グ
ヘ
ア
に
は

戻
れ
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
（
笑
）
皆

さ
ん
も
ぜ
ひ
こ
の
夏
イ
メ
チ
ェ
ン
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

１
年
次
介
護
体
験
学
習

　
６
月
19
日
（
水
）
、
は
ま
な
す
荘
で
１
年
次
生

徒
が
介
護
体
験
学
習
を
実
施
し
ま
し
た
。
超
高
齢

社
会
に
お
い
て
、
自
分
た
ち
に
何
が
で
き
る
の

か
？
ま
た
、
介
護
職
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の

か
？
高
齢
者
の
方
々
や
介
護
施
設
職
員
と
触
れ
合

い
、
生
徒
た
ち
は
様
々
な
こ
と
を
感
じ
、
考
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

【
生
徒
感
想
】

・
高
齢
者
の
方
々
と
接
し
て
い
て
、
人
に
よ
っ
て

普
通
の
早
さ
で
話
し
掛
け
て
も
大
丈
夫
だ
っ
た
り
、

ゆ
っ
く
り
話
し
た
方
が
伝
わ
り
や
す
か
っ
た
り
と
、

相
手
に
合
わ
せ
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
っ
た
。

・
食
事
介
助
が
と
て
も
難
し
か
っ
た
。
耳
が
あ
ま

り
聞
こ
え
な
い
高
齢
者
の
方
に
は
、
聞
こ
え
る
よ

う
に
話
し
た
り
、
肩
を
た
た
い
て
気
づ
か
せ
て
あ

げ
る
な
ど
工
夫
が
必
要
だ
っ
た
。

・
高
齢
者
の
方
々
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
自
分
自
身
も
嬉
し
く
な
っ
た
り
楽
し
く

な
っ
た
。

高
校
野
球
選
手
権
大
会

　
７
月
９
日
（
火
）
、

今
年
の
高
校
野
球
選
手

権
大
会
青
森
県
大
会
が

は
じ
ま
り
、
深
浦
校
舎

の
野
球
部
員
も
西
北
浪

岡
連
合
チ
ー
ム
の
一
員

と
し
て
参
戦
し
、
11
日

（
木
）
に
明
の
星
高
校

と
対
戦
し
ま
し
た
。
本

校
唯
一
の
選
手
、
永
谷

優
樹
君
（
３
年
次
）
が
試
合
に
出
場
し
、
ク
ラ
ス

メ
イ
ト
も
応
援
に
駆
け
つ
け
ま
し
た
。
高
校
生
活

最
後
の
大
会
で
の
優
樹
君
の
目
標
は
「
ヒ
ッ
ト
を

打
つ
」
こ
と
。
昨
年
度
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
目
標
を
掲
げ
、
部
員
一
人
で
は
あ
り
ま
し

た
が
連
合
チ
ー
ム
の
部
員
た
ち
と
厳
し
い
練
習
を

重
ね
て
き
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
初
戦
敗
退
と
な

り
ま
し
た
が
、
「
優
樹
の
ヒ
ッ
ト
を
見
る
こ
と
が

で
き
て
、
嬉
し
か
っ
た
」
「
優
樹
の
ヒ
ッ
ト
が
あ

っ
た
こ
と
で
、
い
け
る
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ
て

応
援
に
も
熱
が
入
っ
た
」
と
、
応
援
し
た
３
年
次

生
徒
も
、
優
樹
君
の
強
い
思
い
を
感
じ
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
よ
う
で
す
。

行
合
崎
清
掃
実
施

　
７
月
17
日
（
水
）
、
学
校
近
く
の
行
合
崎
海
岸

で
、
全
生
徒
た
ち
に
よ
る
清
掃
活
動
を
実
施
し
ま

し
た
。
炎
天
下
の
下
、
足
場
の
悪
さ
に
苦
戦
し
つ

つ
も
、
た
く
さ
ん
の
ゴ
ミ
を
回
収
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
進
ん
で
ゴ
ミ
を
見
つ
け
た
り
、
周
囲

と
協
力
し
て
流
れ
着
い
た
大
き
な
ゴ
ミ
を
拾
っ
た

り
、
小
さ
な
ゴ
ミ
を
見
つ
け
て
は
周
囲
の
友
人
と
、

「
ど
う
し
て
こ
こ
ま
で
こ
の
ゴ
ミ
が
た
ど
り
着
い

た
の
か
」
な
ど
話
し
合
う
場
面
も
見
ら
れ
、
楽
し

み
な
が
ら
奉
仕
活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
よ
う

で
す
。

【
８
・
９
・
　10
月
の
行
事
予
定
】

８
月
23
日（
金
）２
学
期
始
業
式

　
　
26
日（
月
）〜
28
日（
水
）

　
　
　
　
　
　
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
（
２
年
次
）

９
月
12
日（
木
）１
年
次
保
育
体
験
学
習

　
　
25
日（
水
）〜
27
日（
金
）２
学
期
中
間
考
査

10
月
５
日（
土
）駅
か
ら
ハ
イ
キ
ン
グ
（
２
年
次
）

　
　
26
日（
土
）〜
27
日（
日
）深
校
祭

石
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子
（
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）
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区

黒
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）
塩
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崎

渋
　
谷
　
健
　
一
（
66
）
驫
　
　
木

野
　
呂
　
ミ
ツ
ヱ
（
79
）
驫
　
　
木

大
　
船
　
成
　
年
（
63
）
晴
　
　
山

兼
　
平
　
つ
よ
ゑ
（
94
）
田
野
沢

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

（

）

川
　
添
　
葉
　
琥
　
　
誠
　
　
岩
崎
上

　
　
　
　
　
　
　
　
い
ず
み

く

は

小
　
野
　
ツ
　
ス
（
89
）
北
金
３
区

古
　
川
　
サ
　
ダ
（
97
）
北
金
３
区

藤
　
田
　
さ
く
ら
（
100
）
岩
　
　
坂

岩
　
森
　
　
　
京
（
90
）
沢
　
　
辺

三
　
浦
　
正
　
子
（
82
）
岩
崎
上

笹
　
森
　
忠
　
明
（
91
）
正
　
　
久

原
　
田
　
み
　
き
（
90
）
正
　
　
久

工
　
藤
　
ミ
　
ヨ
（
87
）
黒
　
　
崎

深浦町に住所がない場合でも
【戸籍の窓】おくやみ申し上げますへ
掲載することができるようになります。
　来月号から、深浦町に住所がない場合
であっても、深浦町に戸籍を有している
方がお亡くなりになられた場合で、かつ、
親族の方（原則として、お亡くなりにな
られた方の死亡届を提出された方）が申
し出ることにより、広報ふかうら【戸籍
の窓】おくやみ申し上げますの欄へ、死
亡届の受付月・居住地（都道府県）・氏名・
年齢・出身地区を掲載することができま
す。詳しくは、町民課総合窓口係へお問
い合わせください。

□深浦町　町民課　総合窓口係　TEL0173－74－2115

第16回

　こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
女
性
広
報
担

当
者
が
気
に
な
っ
て
い
る
グ
ル
メ
を

美
味
し
く
可
愛
く
紹
介
し
て
い
く
コ

ー
ナ
ー
で
す
。

　

●
左
右
エ
門「
う
な
重
」

　
　
￥
２
，
５
０
０

　
今
回
は
土
用
の
丑
の
日
に
合
わ
せ

て
職
場
の
同
僚
と
左
右
エ
門
の
「
う

な
重
」
を
注
文
し
ま
し
た
。

　
重
箱
の
ふ
た
を
開
け
る
と
、
大
き

な
ウ
ナ
ギ
が
ご
飯
を
覆
い
尽
く
し
て

お
い
し
そ
う
に
輝
い
て
い
ま
す
。
甘

す
ぎ
な
い
タ
レ
が
ふ
ん
だ
ん
と
か
か

っ
て
お
り
、
美
味
し
い
香
り
が
立
ち

込
め
ま
す
。
一
口
食
べ
て
み
る
と
、

箸
で
持
つ
と
ほ
ろ
っ
と
崩
れ
そ
う
な

く
ら
い
フ
ワ
フ
ワ
な
う
な
ぎ
と
、
タ

レ
が
染
み
た
ご
飯
が
食
欲
を
進
ま
せ

ま
す
。
夏
の
暑
さ
で
夏
バ
テ
気
味
の

お
腹
で
も
ぺ
ろ
り
と
平
ら
げ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
一
緒
に
つ
い
て
き
た
肝

吸
い
は
キ
レ
イ
に
透
き
通
り
体
の
中

に
ス
ー
ッ
と
染
み
渡
り
ま
し
た
。

　
こ
の
う
な
重
は
予
約
制
と
な
っ
て

い
る
そ
う
な
の
で
、
早
め
早
め
の
予

約
を
オ
ス
ス
メ
し
ま
す
。

　
今
回
は
出
前
で
堪
能
し
ま
し
た
が
、

お
店
自
体
は
16
時
か
ら
営
業
し
て
い

ま
す
。
う
な
ぎ
の
白
焼
き
も
オ
ス
ス

メ
。
わ
さ
び
醤
油
で
サ
ッ
パ
リ
い
た

だ
く
の
が
通
の
食
べ
方
だ
と
い
う
こ

と
で
す
。
ま
た
、
魚
を
使
っ
た
一
品

料
理
な
ど
も
あ
る
の
で
お
酒
を
飲
み

な
が
ら
伺
い
た
い
お
店
で
す
ね
。

　
暑
い
日
は
う
な
ぎ
で
元
気
に
。
美

味
し
い
時
間
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
♪

◆
店
舗
情
報

　
深
浦
町
大
字
深
浦
字
浜
町
１
２
０

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
74̶

３
０
９
３

　
定
休
日
：
日
・
祝
日

戸
籍

窓
の
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深
校
だ
よ
り

お
誕
生
お
め
で
と
う

お
誕
生
お
め
で
と
う

《７月末日現在》（　）内は前月比

男 …… 3,812人
4,272人
8,084人
3,739世帯

（＋ 4）
（－ 3）
（＋ 1）
（＋ 8）

女 ……

計 ……

世帯数
深浦町の総面積　488.90㎢

深浦町の人口と世帯深浦町の人口と世帯

足
の
指
よ
く
似
た
親
子
母
の
日
に

　
　
　
　
　
　
　田

　浦

　恵
美
子

朝
練
の
球
音
熱
い
盛
夏
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　佐

　藤

　
　
　豊

マ
ネ
キ
ン
の
長
き
手
足
や
夏
兆
す

　
　
　
　
　
　
　乳

　井

　光

　昭

遮
断
機
に
足
踏
む
子
ら
の
夏
盛
る

　
　
　
　
　
　
　小

　林

　小

　亀

日
本
海
に
片
足
す
え
て
朝
の
虹

　
　
　
　
　
　
　
　坂

　本

　り

　き

満
ち
足
り
て
海
に
沈
ん
で
行
く
ゆ
や
け

　
　
　
　
　池

　田

　郷
太
郎

平
凡
が
最
良
な
り
き
汗
拭
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　か
め
い

　
　
　百

夏
来
る
下
駄
に
付
い
て
る
足
の
跡

　
　
　
　
　
　
　石

　田

　か
つ
ら

白
神
の
雲
は
巨
人
と
な
る
盛
夏

　
　
　
　
　
　
　
　草

　野

　力

　丸

美
し
き
も
の
の
ひ
と
つ
に
汗
の
顔

　
　
　
　
　
　
　蒲

　田

　吟

　竜

令
和
元
年
６
月
21
日
〜
令
和
元
年
７
月
20
日
ま
で
の
戸
籍
届
出

ご
結
婚
お
め
で
と
う

ご
結
婚
お
め
で
と
う

♥
堀
　
内
　
拓
　
磨
（
正
　
　
久
）

菅
　
野
　
乃
　
愛
（
青
森
市
）

♥
佐
　
藤
　
友
　
行
（
川
原
町
）

原
　
田
　
有
　
紗
（
五
所
川
原
市
）

♥
山
　
﨑
　
勇
　
志
（
北
金
１
区
）

對
　
馬
　
綾
　
子
（
五
所
川
原
市
）

　
最
近
結
婚
式
の
た
め
に
伸
ば
し
て
い

た
髪
を
バ
ッ
サ
リ
切
り
、
シ
ョ
ー
ト
カ

ッ
ト
に
な
り
ま
し
た
。
約
２
年
ぶ
り
の

シ
ョ
ー
ト
ヘ
ア
は
、
こ
の
真
夏
の
時
期

に
は
と
っ
て
も
助
か
り
ま
す
。
昔
か
ら

髪
は
シ
ョ
ー
ト
ヘ
ア
だ
っ
た
の
で
切
る

こ
と
に
は
抵
抗
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
丸
顔
が
さ
ら
に
目
立
っ
て
い
る
の

で
は
と
心
配
し
て
い
ま
す
。
髪
も
す
ぐ

早
く
乾
く
し
、
も
う
ロ
ン
グ
ヘ
ア
に
は

戻
れ
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
（
笑
）
皆

さ
ん
も
ぜ
ひ
こ
の
夏
イ
メ
チ
ェ
ン
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

１
年
次
介
護
体
験
学
習

　
６
月
19
日
（
水
）
、
は
ま
な
す
荘
で
１
年
次
生

徒
が
介
護
体
験
学
習
を
実
施
し
ま
し
た
。
超
高
齢

社
会
に
お
い
て
、
自
分
た
ち
に
何
が
で
き
る
の

か
？
ま
た
、
介
護
職
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の

か
？
高
齢
者
の
方
々
や
介
護
施
設
職
員
と
触
れ
合

い
、
生
徒
た
ち
は
様
々
な
こ
と
を
感
じ
、
考
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

【
生
徒
感
想
】

・
高
齢
者
の
方
々
と
接
し
て
い
て
、
人
に
よ
っ
て

普
通
の
早
さ
で
話
し
掛
け
て
も
大
丈
夫
だ
っ
た
り
、

ゆ
っ
く
り
話
し
た
方
が
伝
わ
り
や
す
か
っ
た
り
と
、

相
手
に
合
わ
せ
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
っ
た
。

・
食
事
介
助
が
と
て
も
難
し
か
っ
た
。
耳
が
あ
ま

り
聞
こ
え
な
い
高
齢
者
の
方
に
は
、
聞
こ
え
る
よ

う
に
話
し
た
り
、
肩
を
た
た
い
て
気
づ
か
せ
て
あ

げ
る
な
ど
工
夫
が
必
要
だ
っ
た
。

・
高
齢
者
の
方
々
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
自
分
自
身
も
嬉
し
く
な
っ
た
り
楽
し
く

な
っ
た
。

高
校
野
球
選
手
権
大
会

　
７
月
９
日
（
火
）
、

今
年
の
高
校
野
球
選
手

権
大
会
青
森
県
大
会
が

は
じ
ま
り
、
深
浦
校
舎

の
野
球
部
員
も
西
北
浪

岡
連
合
チ
ー
ム
の
一
員

と
し
て
参
戦
し
、
11
日

（
木
）
に
明
の
星
高
校

と
対
戦
し
ま
し
た
。
本

校
唯
一
の
選
手
、
永
谷

優
樹
君
（
３
年
次
）
が
試
合
に
出
場
し
、
ク
ラ
ス

メ
イ
ト
も
応
援
に
駆
け
つ
け
ま
し
た
。
高
校
生
活

最
後
の
大
会
で
の
優
樹
君
の
目
標
は
「
ヒ
ッ
ト
を

打
つ
」
こ
と
。
昨
年
度
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
目
標
を
掲
げ
、
部
員
一
人
で
は
あ
り
ま
し

た
が
連
合
チ
ー
ム
の
部
員
た
ち
と
厳
し
い
練
習
を

重
ね
て
き
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
初
戦
敗
退
と
な

り
ま
し
た
が
、
「
優
樹
の
ヒ
ッ
ト
を
見
る
こ
と
が

で
き
て
、
嬉
し
か
っ
た
」
「
優
樹
の
ヒ
ッ
ト
が
あ

っ
た
こ
と
で
、
い
け
る
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ
て

応
援
に
も
熱
が
入
っ
た
」
と
、
応
援
し
た
３
年
次

生
徒
も
、
優
樹
君
の
強
い
思
い
を
感
じ
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
よ
う
で
す
。

行
合
崎
清
掃
実
施

　
７
月
17
日
（
水
）
、
学
校
近
く
の
行
合
崎
海
岸

で
、
全
生
徒
た
ち
に
よ
る
清
掃
活
動
を
実
施
し
ま

し
た
。
炎
天
下
の
下
、
足
場
の
悪
さ
に
苦
戦
し
つ

つ
も
、
た
く
さ
ん
の
ゴ
ミ
を
回
収
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
進
ん
で
ゴ
ミ
を
見
つ
け
た
り
、
周
囲

と
協
力
し
て
流
れ
着
い
た
大
き
な
ゴ
ミ
を
拾
っ
た

り
、
小
さ
な
ゴ
ミ
を
見
つ
け
て
は
周
囲
の
友
人
と
、

「
ど
う
し
て
こ
こ
ま
で
こ
の
ゴ
ミ
が
た
ど
り
着
い

た
の
か
」
な
ど
話
し
合
う
場
面
も
見
ら
れ
、
楽
し

み
な
が
ら
奉
仕
活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
よ
う

で
す
。

【
８
・
９
・
　10
月
の
行
事
予
定
】

８
月
23
日（
金
）２
学
期
始
業
式

　
　
26
日（
月
）〜
28
日（
水
）

　
　
　
　
　
　
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
（
２
年
次
）

９
月
12
日（
木
）１
年
次
保
育
体
験
学
習

　
　
25
日（
水
）〜
27
日（
金
）２
学
期
中
間
考
査

10
月
５
日（
土
）駅
か
ら
ハ
イ
キ
ン
グ
（
２
年
次
）

　
　
26
日（
土
）〜
27
日（
日
）深
校
祭

石
　
田
　
義
　
政
（
77
）
３
　
　
区

山
　
本
　
き
　
せ
（
97
）
３
　
　
区

伊
　
藤
　
米
　
子
（
95
）
12
　
　
区

黒
　
滝
　
義
　
一
（
89
）
塩
見
崎

渋
　
谷
　
健
　
一
（
66
）
驫
　
　
木

野
　
呂
　
ミ
ツ
ヱ
（
79
）
驫
　
　
木

大
　
船
　
成
　
年
（
63
）
晴
　
　
山

兼
　
平
　
つ
よ
ゑ
（
94
）
田
野
沢

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

（

）

川
　
添
　
葉
　
琥
　
　
誠
　
　
岩
崎
上

　
　
　
　
　
　
　
　
い
ず
み

く

は

小
　
野
　
ツ
　
ス
（
89
）
北
金
３
区

古
　
川
　
サ
　
ダ
（
97
）
北
金
３
区

藤
　
田
　
さ
く
ら
（
100
）
岩
　
　
坂

岩
　
森
　
　
　
京
（
90
）
沢
　
　
辺

三
　
浦
　
正
　
子
（
82
）
岩
崎
上

笹
　
森
　
忠
　
明
（
91
）
正
　
　
久

原
　
田
　
み
　
き
（
90
）
正
　
　
久

工
　
藤
　
ミ
　
ヨ
（
87
）
黒
　
　
崎

深浦町に住所がない場合でも
【戸籍の窓】おくやみ申し上げますへ
掲載することができるようになります。
　来月号から、深浦町に住所がない場合
であっても、深浦町に戸籍を有している
方がお亡くなりになられた場合で、かつ、
親族の方（原則として、お亡くなりにな
られた方の死亡届を提出された方）が申
し出ることにより、広報ふかうら【戸籍
の窓】おくやみ申し上げますの欄へ、死
亡届の受付月・居住地（都道府県）・氏名・
年齢・出身地区を掲載することができま
す。詳しくは、町民課総合窓口係へお問
い合わせください。

□深浦町　町民課　総合窓口係　TEL0173－74－2115

第16回

　こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
女
性
広
報
担

当
者
が
気
に
な
っ
て
い
る
グ
ル
メ
を

美
味
し
く
可
愛
く
紹
介
し
て
い
く
コ

ー
ナ
ー
で
す
。

　

●
左
右
エ
門「
う
な
重
」

　
　
￥
２
，
５
０
０

　
今
回
は
土
用
の
丑
の
日
に
合
わ
せ

て
職
場
の
同
僚
と
左
右
エ
門
の
「
う

な
重
」
を
注
文
し
ま
し
た
。

　
重
箱
の
ふ
た
を
開
け
る
と
、
大
き

な
ウ
ナ
ギ
が
ご
飯
を
覆
い
尽
く
し
て

お
い
し
そ
う
に
輝
い
て
い
ま
す
。
甘

す
ぎ
な
い
タ
レ
が
ふ
ん
だ
ん
と
か
か

っ
て
お
り
、
美
味
し
い
香
り
が
立
ち

込
め
ま
す
。
一
口
食
べ
て
み
る
と
、

箸
で
持
つ
と
ほ
ろ
っ
と
崩
れ
そ
う
な

く
ら
い
フ
ワ
フ
ワ
な
う
な
ぎ
と
、
タ

レ
が
染
み
た
ご
飯
が
食
欲
を
進
ま
せ

ま
す
。
夏
の
暑
さ
で
夏
バ
テ
気
味
の

お
腹
で
も
ぺ
ろ
り
と
平
ら
げ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
一
緒
に
つ
い
て
き
た
肝

吸
い
は
キ
レ
イ
に
透
き
通
り
体
の
中

に
ス
ー
ッ
と
染
み
渡
り
ま
し
た
。

　
こ
の
う
な
重
は
予
約
制
と
な
っ
て

い
る
そ
う
な
の
で
、
早
め
早
め
の
予

約
を
オ
ス
ス
メ
し
ま
す
。

　
今
回
は
出
前
で
堪
能
し
ま
し
た
が
、

お
店
自
体
は
16
時
か
ら
営
業
し
て
い

ま
す
。
う
な
ぎ
の
白
焼
き
も
オ
ス
ス

メ
。
わ
さ
び
醤
油
で
サ
ッ
パ
リ
い
た

だ
く
の
が
通
の
食
べ
方
だ
と
い
う
こ

と
で
す
。
ま
た
、
魚
を
使
っ
た
一
品

料
理
な
ど
も
あ
る
の
で
お
酒
を
飲
み

な
が
ら
伺
い
た
い
お
店
で
す
ね
。

　
暑
い
日
は
う
な
ぎ
で
元
気
に
。
美

味
し
い
時
間
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
♪
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整
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2
1
1
1
（
代
表
）

ホームページアドレス  http://www.town.fukaura.lg.jp/

８月号
No.173

（左から）

　むらかみ　め　　いさん（６さい）

　おおたき　つ ば ささん（６さい）

　こがねざき　や ま とくん（６さい）

　さ と う　く れ はさん（５さい）　

えの木保育園のなかよしたち

「オンリーワン　アイスクリーム」

2019
No.173８月号

なんだこれ～？？
　青い鳥保育園で毎年行われている自然体験

学習。アメフラシに初めて触れた園児は、苦

い顔をしながらも不思議な感触を楽しんでい

ました。

こんなに

元気です！

このコーナーでは、元気いっぱいな園児達の作品を
ご紹介します。

９月生まれのお子さんの写真を募集します！
◆対象◆令和元年９月に１～５歳の誕生日を迎える町内
在住の子
◆掲載内容◆子供の写真、氏名（ふりがな）、保護者名
（父母）、住所（地区のみ）
◆応募方法◆
郵送または持参の場合：プリントした子供の写真１枚に
①子供の氏名（ふりがな）②生年月日③性別④住所⑤保
護者名（父母）⑥電話番号を記入したものを添えてくだ
さい。
メールの場合：件名に「こんなに元気です」と記入し、
本文に上記①～⑥を記入のうえ、写真データを添付して
送信してください。
◆応募締切◆今月の末日。
□問合せ先□
〒038-2324　大字深浦字苗代沢84-2　
総合戦略課企画調整係　
TEL　74-2122（直通）
　　kouhou@town.fukaura.lg.jp

★このコーナーでは、誕生
日を迎えたチビッコ達
をご紹介します★
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